
月 単元・題材・教材名

4
世界はうつくしいと

握手

学びて時に之を習ふ

―「論語」から

言葉３

慣用句・ことわざ・

故事成語

作られた「物語」を

超えて

俳句の可能性

俳句を味わう

言葉２　和語・漢

語・外来語

言葉を選ぼう

冊子にまとめて、発

表会をする

（修学旅行記を編集

する）

論理の展開を意識し

て書こう

説得力のある構成を

考えよう

情報整理のレッスン

情報の信頼性

漢字１

意見を聞き、適切さ

を判断する

実用的な文章を読も

う

報道文を比較して読

もう

言葉１

相手や場に応じた言

葉遣い

論理の展開を整える

6

「読むこと」において，文章を読

んで考えを広げたり深めたりして，

人間，社会，自然などについて，

自分の意見をもっている。

人間，社会，自然などについて積

極的に自分の意見をもち，今まで

の学習を生かして朗読したり考え

を伝え合ったりしようとしてい

る。

積極的に慣用句やことわざ，故事

成語を理解し，今までの学習を生

かして短文を作ったり調べたりし

ようとしている。

歴史的背景などに注意して古典を

読むことを通して，その世界に親

しんでいる。

理解したり表現したりするために

必要な語句の量を増し，慣用句や

四字熟語などについて理解を深

め，話や文章の中で使うととも

に，語感を磨き語彙を豊かにして

いる。

理解したり表現したりするために

必要な語句の量を増し，語感を磨

き語彙を豊かにしている。

・文章の種類とその特徴について

理解を深めている。

「読むこと」において，文章の構

成や表現のしかたについて評価し

ている。

「書くこと」において，表現のし

かたを考えるなど，自分の考えが

わかりやすく伝わる文章になるよ

うに工夫している。

進んで文章の種類とその特徴につ

いて理解し，学習課題に沿って，

鑑賞文を書いたり俳句を創作した

りしようとしている。

7

具体と抽象など情報と情報との関

係について理解を深めている。

「読むこと」において，文章の種

類を踏まえて，論理の展開のしか

たなどを捉えている。

進んで文章の構成や論理の展開の

しかたについて評価し，情報と情

報の関係について深めた理解を生

かして，文章にまとめようとしてい

る。

相手を説得できるように粘り強く

論理の展開などを考えて話の構成

を工夫し，今までの学習を生かし

て自分の考えを話そうとしてい

る。

今までの学習を生かして、聞き

取った内容や表現のしかたを進ん

で評価しようとしている。

情報の信頼性の確かめ方を理解し

使っている。

「読むこと」において，文章を批

判的に読みながら，文章に表れて

いるものの見方や考え方について

考えている。

文章の種類とその特徴について理

解を深めている。

「書くこと」において，文章の種

類を選択し，多様な読み手を説得

できるように論理の展開などを考

えて，文章の構成を工夫している。

進んで文章の種類を選択し，学習

の見通しをもって情報を編集し文

章にまとめようとしている

令和8年度　国語科年間指導計画【第３学年】

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

理解したり表現したりするために

必要な語句の量を増し，話や文章

の中で使うことを通して，語感を

磨き語彙を豊かにしようとしてい

る。

「読むこと」において，文章の種

類を踏まえて，物語の展開のしか

たなどを捉えようとしている。

粘り強く物語の展開のしかたを捉

え，学習課題に沿って作品を批評

したり，考えたことを伝え合った

りしようとしている。

具体と抽象など情報と情報との関

係について理解を深めている。

目的や意図に応じて、社会生活の

中から題材を決め、集めた材料の

客観性や信頼性を確認し、伝えた

いことを明確にしている。

言葉がもつ価値を認識するととも

に、読書をとして自己を向上さ

せ、我が国の言語文化に関り、思

いや考えを伝え合おうとしてい

る。

理解したり表現したりするために

必要な語句の量を増し，和語，漢

語，外来語などを使い分けること

を通して，語感を磨き語彙を豊か

にしている。

進んで和語・漢語・外来語を理解

し，今までの学習を生かして相手

や場面に応じて適切に使い分けよ

うとしている。

情報の信頼性の確かめ方を理解し

使っている。

「話すこと・聞くこと」におい

て，自分の立場や考えを明確に

し，相手を説得できるように論理

の展開などを考えて，話の構成を

工夫している。

「話すこと・聞くこと」におい

て，話の展開を予測しながら聞

き，聞き取った内容や表現のしか

たを評価して，自分の考えを広げ

たり深めたりしている。

積極的に情報の信頼性の確かめ方

を使って読み，学習したことを踏

まえて実生活への生かし方を考え

ようとしている。

5



月 単元・題材・教材名

8

挨拶

―原爆の写真によせて

和歌の世界

音読を楽しもう

仮名序

君待つと

―万葉･古今･新古今

故郷

漢字２漢字の造語力

複数の意見を読ん

で、考えよう

考えを効果的に伝え

よう

〔推敲〕論理の展開

を整える

聞き上手になろう

質問で相手の思いに

迫る

情報を読み取って文

章を書こう

音読を楽しもう

初恋

文法への扉１

走っているのは誰？

夏草

―「おくのほそ道」

から

［書く］古典の言葉

を引用し，メッセー

ジを贈ろう

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

粘り強く表現のしかたを考えたり

資料を適切に引用したりし，学習

の見通しをもって批評文を書こう

としている。

具体と抽象など情報と情報との関

係について理解を深めている。

論理の展開などについて，読み手

からの助言などを踏まえて粘り強

く推敲し，学習の見通しをもって

小論文を書こうとしている。

「書くこと」において，論理の展

開などについて，読み手からの助

言などを踏まえ，自分の文章のよ

い点や改善点を見いだしている。

9

1

0

11

単語の活用，助詞や助動詞などの

働き，文の成分の順序や照応など

文の構成について理解するととも

に，話や文章の構成や展開につい

て理解を深めている。

助詞や助動詞の働きなどを進んで

振り返り，今までの学習を生かし

て練習問題に取り組もうとしてい

る。

理解したり表現したりするために

必要な語句の量を増し，語感を磨

き，語彙を豊かにしている。

「読むこと」において，詩の構成

や展開，表現のしかたについて評

価している。

進んで語感を磨き，今までの学習

を生かして朗読したり自分の考え

を述べたりしようとしている。

進んで古典の世界に親しみ，今ま

での学習を生かして朗読しようと

している。

理解したり表現したりするために

必要な語句の量を増し，語感を磨

き語彙を豊かにしている。

自分の生き方や社会との関わり方

を支える読書の意義と効用につい

て理解している。

「読むこと」において，文章を批

判的に読みながら，文章に表れて

いるものの見方や考え方について

考えている。

粘り強く文章を批判的に読み，今

までの学習を生かして小説を批評

したり，自分の考えをまとめたり

しようとしている。

「読むこと」において，詩を読ん

で考えを広げたり深めたりして，

人間，社会，自然などについて，

自分の意見をもっている。

歴史的背景などに注意して古典を

読むことを通して，その世界に親

しんでいる。

詩の構成や表現のしかたについて

積極的に評価し，学習課題に沿っ

て読み深めた詩について，感じた

ことや考えたことを伝え合おうと

している。

・歴史的背景などに注意して古典

を読むことを通して，その世界に

親しんでいる。

「読むこと」において，和歌の表

現のしかたについて評価してい

る。

進んで和歌の表現のしかたについ

て評価し，見通しをもって鑑賞文

を書こうとしている。

・歴史的背景などに注意して古典

を読むことを通して，その世界に

親しんでいる。

・長く親しまれている言葉や古典

の一節を引用するなどして使ってい

る。

「読むこと」において，文章を読

んで考えを広げたり深めたりして，

人間，社会，自然などについて，

自分の意見をもっている。

人間，社会，自然などについて進

んで自分の意見をもち，今までの

学習を生かして発表したり文章に

まとめたりしようとしている。

敬語などの相手や場に応じた言葉

遣いを理解し，適切に使ってい

る。

「話すこと・聞くこと」におい

て，話の展開を予測しながら聞

き，聞き取った内容や表現のしか

たを評価して，自分の考えを広げ

たり深めたりしている。

粘り強く話の展開を予測しながら

聞き，今までの学習を生かして質

問したり評価を述べたりしようと

している。

具体と抽象など情報と情報との関

係について理解を深めている。

「書くこと」において，表現のし

かたを考えたり資料を適切に引用

したりするなど，自分の考えがわ

かりやすく伝わる文章になるよう

に工夫している。



月 単元・題材・教材名

それでも、言葉を

漢字３

[議論]話し合いを効

果的に進める

合意形成に向けて話

し合おう

書き初めをしよう

温かいスープ

わたしを束ねないで

文法への扉２

「ない」の違いがわ

からない？

古典名句・名言集

文学史

三年間の学びを振り

返ろう

※

※ 漢字については、知識・技能の観点から、「第２学年までに学習した常用漢字に加え、その他の常用漢

字の大体を読んでいる。」「学年別漢字配当表に示されている漢字について、文や文章の中で使い慣れ

ている。」と評価規準を設定し、一年間を通して学習に取り組めるようにします。

教材や単元の特色、進捗状況等によって変更となる場合があります。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

これまでの学習を理解して書き初

めを書いている。

名句名言を進んで引用するなど

し、今までの学習を生かして朗読

したり書き出したりしようとして

いる。

単語の類別について理解するとと

もに，単語の活用，助詞や助動詞

などの働きについて理解してい

る。

敬語などの相手や場に応じた言葉

遣いを理解し，適切に使ってい

る。

具体と抽象など情報と情報との関

係について理解を深めている。

「話すこと・聞くこと」におい

て，場の状況に応じて言葉を選ぶ

など，自分の考えがわかりやすく

伝わるように表現を工夫してい

る。

粘り強く言葉を選んだり構成を工

夫したりし，今までの学習を生か

して，文章にまとめたり，友達の

発表を聞いて質問したり評価した

りしようとしている。

具体と抽象など情報と情報との関

係について理解を深めている。

「話すこと・聞くこと」におい

て，進行の仕方を工夫したり互い

の発言を生かしたりしながら話し

合い，合意形成に向けて考えを広

げたり深めたりしている。

積極的に進行のしかたを工夫し，

学習したことを生かして効果的な

話し合いについて考えようとして

いる。

既習事項を生かして、進んで、思い

を表す言葉を書こうとしている。

1

２

・

３

理解したり表現したりするために

必要な語句の量を増し，慣用句や

四字熟語などについて理解を深

め，話や文章の中で使うととも

に，和語，漢語，外来語などを使

い分けることを通して，語感を磨

き語彙を豊かにしている。

「読むこと」において，文章を読

んで考えを広げたり深めたりして，

人間，社会，自然などについて，

自分の意見をもっている。

人間，社会，自然などについて進

んで自分の意見をもち，今までの

学習を生かして，理解したことや

考えたことについて討論したり文

章にまとめたりしようとしてい

る。

12

歴史的背景などに注意して古典を

読むことを通して，その世界に親

しんでいる。

単語の活用，助詞や助動詞などの

働きについて進んで理解し，これ

までの学習を生かして課題に取り

組もうとしている。

自分の生き方や社会との関わり方

を支える読書の意義と効用につい

て理解している。

「読むこと」において，文章を読

んで考えを広げたり深めたりして，

人間，社会，自然などについて，

自分の意見をもっている。

人間，社会，自然などについて進

んで自分の意見をもち，今までの

学習や経験を生かして批評したり

考えを伝え合ったりしようとして

いる。

理解したり表現したりするために

必要な語句の量を増し，語感を磨

き語彙を豊かにしている。

「読むこと」において，詩を読ん

で考えを広げたり深めたりして，

人間，社会，自然などについて，

自分の意見をもっている。

詩を読んで進んで考えを広げたり深

めたりし，今までの学習を生かし

て，作品の価値や自分の可能性に

ついて考えをまとめようとしてい

る。


